
令和４年６月 19日 

関係各位 

                              NPO法人日本躰道協会 

                              理事長 板山 宜弘 

 

新型コロナウイルス感染症予防を踏まえた 

「大会運営についての推奨ガイドライン」について 

 

新型コロナウイルス感染拡大から２年以上が経ち、その間、皆様には躰道活動の自粛・制

限など、大変なご協力をいただきました。おかげさまで、昨年度に続き今年度も全国大会開

催に向け計画を立てることができ、役員一同、心より感謝申し上げます。 

さて、今年度に入り新型コロナウイルスの状況の変化（「新規陽性者数」「重傷者数」「死

者数」の減少）や厚労省や文科省によるコロナ対応の変化も見られていることから、日躰協

としましても、感染防止とマスク着用で競技することによる「熱中症リスク」「呼吸困難リ

スク」などを勘案し、下記の通り、大会運営についての『推奨ガイドライン』を作成いたし

ました。ご確認のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

記 

【選手】（大会前～大会当日までの対応） 

① 大会１週間前から体調管理と検温を実施する。 

② 大会前に身近な家族友人にコロナ陽性者、濃厚接触者がいないことを確認する。 

③ 大会開催の前日～３日前の間に PCR検査もしくは抗原検査で陰性確認を行う。 

④ 大会当日、入館前に健康チェックと検温を実施します。 

⑤ 競技中はマスクを外してもよいが、試合待機中含め、それ以外はマスク着用のこと。 

⑥ 可能な限り三密を避ける。 

⑦ 定期的に手足消毒や競技コート清掃を行う。 

 

【来賓、観客、審判、役員】については①②④⑥⑦のみ適用。 

事前の PCRや抗原検査の必要はありませんが、大会会場内では常にマスク着用のこと。 

※今年は入館についての年齢制限やワクチン接種条件などは設けません。 

   

 【その他】 

・ブロック・地区大会においては、自治体や使用施設等の感染防止策を講じた上で、同ガ

イドラインを参考に運営してください。 

・②③について、大会一週間前以内に団体内で新型コロナウイルス陽性者や濃厚接触者が

出た場合は、速やかに事務局（日躰協携帯：08087280011）までご連絡ください。状況を

確認して実行委員会と対応を検討させていただきます。 

・観客は常時マスク着用になりますが、大声でなければ声援を許可します。 

・詳細につきましては各全国大会実行委員会からの通知をお待ちください。 

以上 


